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測定環境設定と手順

																								20211013_Panasonic_オートモーティブ社_吉原 シャ ヨシハラ

														4K放送 ホウソウ

										A階層 カイソウ		B階層 カイソウ		C階層 カイソウ						RecordTime		Date

				⓪		ALL2K.dat				QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (7/8),NULL

				①		256QAM_NUC_1216.dat				QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		256QAM (NUC12/16)

				②		256QAM_UC_1216.dat				QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		256QAM (UC12/16)

				③		64QAM_NUC_1416.dat				QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (NUC14/16)

				④		64QAM_UC_1416.dat				QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (UC14/16)

				⑤		B64QAM_UC_1416.dat				QPSK(2/3)		64QAM (UC14/16)		64QAM(3/4),8seg

						守口_山口さん、佐々木さん、大川さんより 　JEITA デジタル放送委員会　会員社 へ配布された　各種ストリーム（AWGN付加含め）を入手。 モリグチ ヤマグチ ササキ オオカワ ホウソウ イインカイ カイイン シャ ハイフ カクシュ フカ フク ニュウシュ

						このストリームで実験する。 ジッケン

						方式 ホウシキ		ノイズ		内容 ナイヨウ				ファイル名 メイ				JEITA配布 ハイフ

						SISO		REF(なし)		全2K　A:QPSK(2/3),B:64QAM(3/4)【8seg】,C:64QAM(7/8)NULL				ALL2K.dat				〇

										A:QPSK(2/3),B:64QAM(3/4)【8seg】				256QAM_NUC_1216.dat				〇

										A:QPSK(2/3),B:64QAM(3/4)【8seg】				256QAM_UC_1216.dat				〇

										A:QPSK(2/3),B:64QAM(3/4)【8seg】				64QAM_NUC_1416.dat				〇

										A:QPSK(2/3),B:64QAM(3/4)【8seg】				64QAM_UC_1416.dat				〇

										A:QPSK(2/3),C:64QAM(3/4)【8seg】				B64QAM_UC_1416.dat				〇

								N18		SISO①+ノイズ18dB				256QAM_NUC_1216_N18.dat				〇

										SISO②+ノイズ18dB				256QAM_UC_1216_N18.dat				〇

										SISO③+ノイズ18dB				64QAM_NUC_1416_N18.dat				〇

										SISO④+ノイズ18dB				64QAM_UC_1416_N18.dat				〇

										SISO⑤+ノイズ18dB				B64QAM_UC_1416_N18.dat				〇

								N17		SISO①+ノイズ17dB				256QAM_NUC_1216_N17.dat

										SISO②+ノイズ17dB				256QAM_UC_1216_N17.dat

										SISO③+ノイズ17dB				64QAM_NUC_1416_N17.dat

										SISO④+ノイズ17dB				64QAM_UC_1416_N17.dat

										SISO⑤+ノイズ17dB				B64QAM_UC_1416_N17.dat

								N12		SISO①+ノイズ12dB				256QAM_NUC_1216_N12.dat

										SISO②+ノイズ12dB				256QAM_UC_1216_N12.dat

										SISO③+ノイズ12dB				64QAM_NUC_1416_N12.dat

										SISO④+ノイズ12dB				64QAM_UC_1416_N12.dat

										SISO⑤+ノイズ12dB				B64QAM_UC_1416_N12.dat

						AWGN は (営電にて) 付加してもらっているので、測定系から FadingSimを外しても良かったが、 エイデン フカ ソクテイ ケイ ハズ ヨ

						現行放送受信(比較用) を観るため&前回実験結果との整合を取るため、あえてこのままとする。 ゲンコウホウソウ ジュシン ヒカクヨウ ミ ゼンカイ ジッケン ケッカ セイゴウ ト

						4411A 出力を観るとき、FadingSimの出力は ch13, -58dBm として影響が無いようにしている。 シュツリョク ミ シュツリョク エイキョウ ナ

																				DUT=BigBox, S17AS_1 ver.2.044(ey-special)

						RF Capture Player

						EIDEN 4411A

						AWGN

						　Fading Simu.														車載カーナビ内臓テレビ受信機 シャサイ ナイゾウ ジュシンキ

						　EIDEN xxx														（４branch diversity tuner）

						受信機入力レベル = 45dBuV (75Ω)= -63.75 dBm ジュシンキ ニュウリョク

						当社車載TV受信機は 50Ωなので、上記測定系は 50Ω系で構成。 トウシャ シャサイ ジュシンキ ジョウキ ソクテイケイ ケイ コウセイ

						受信機設定 ジュシンキ セッテイ

						　BigBox (車載DTV 評価リファレンス治具） シャサイ ヒョウカ ジグ

						　　S17AS_1 ver.2.044

						　　階層自動切替、放送局サーチOFF カイソウ ジドウ キリカエ ホウソウキョク

						4411A キャプチャプレイヤー

						　ALL2K.dat 　= 545+1/7 MHz (ch25）、出力Level=AUTO（-46.0dBm） シュツリョク

						ATT = 0dB とする。

						スキャン　→「APAB実験4k-S」という放送局名で、P12CH　にプリセットされた。 ジッケン ホウソウキョク メイ

						TSID= " 7D7E"  って、現行放送ではどこにも割り当てられていない ID が付与されてるね。 ゲンコウホウソウ ワ ア フヨ

						LoggingPC  モニタ値 チ

						ATT = 10dB に設定 セッテイ

								RSSI=		-57.25		dBm		←さっき確認したLDM (UL16QAM23 IL12 N12.dat) が -58.0dBm だったので、50→75Ω変換ロスを考慮して妥当な値。 カクニン ヘンカン コウリョ ダトウ アタイ

								Br_C/N =		　32～36 dB 付近 フキン

								合成後C/N= 42.3～42.9 dB 付近 ゴウセイゴ フキン						←しっかり合成効果が見えている。。。 ゴウセイ コウカ ミ

						ワンセグの画、映ってる＆動いてるけど　まったくおかしな映像になっている エ ウツ ウゴ エイゾウ

						強電界で「ワンセグ固定」モードにしても同じ。 キョウデンカイ コテイ オナ

						ALL2K 以外：階層自動切替モードでは ワンセグ視聴になる。12seg固定視聴モードにすれば12segの画は見れる。 イガイ カイソウ ジドウ キリカエ シチョウ コテイ シチョウ エ ミ

								もちろん、B階層の BER, PER = 0  カイソウ

								→ 最弱階層（C階層）のBER を見て判断しているため、ワンセグに落ちる。 サイジャク カイソウ カイソウ ミ ハンダン オ

								B階層=4K , C階層=2K のストリームでは、自動切替モードでも 12seg 視聴できる。なんじゃ？ カイソウ カイソウ ジドウキリカエ シチョウ

								TMCC になんて書いてあるか　が大切。KITORAシリーズでは、外側階層=最弱ではなく、中身をちゃんと見て、最弱階層を判別している。 カ タイセツ ソトガワ カイソウ サイジャク ナカミ ミ サイジャクカイソウ ハンベツ

						プレサーチ起動周期を　120s → 10s に変更。（現行市販用品系の設定値にそろえた） キドウ シュウキ ヘンコウ ゲンコウ シハンヨウヒン ケイ セッテイ チ

						→やっぱり 120s に戻した。放送局サーチOFFでもプレサーチは走っちゃうから。 モド ホウソウキョク ハシ

						ワンセグの画がおかしい　（緑色とピンク色、表示位置も右上にずれている） エ ミドリイロ イロ ヒョウジイチ ミギウエ

						番組表、番組情報　の中身が取得できない。書かれていない？ バングミヒョウ バングミジョウホウ ナカミ シュトク カ

						受信モード「地上D」のとき、弱電界感度の測定が難しい。 ジュシン チジョウ ジャクデンカイ カンド ソクテイ ムツカ

						弱電界12seg視聴限界付近で、視聴できるはずの場所で画フリーズ。（視聴復帰しない） ジャクデンカイ シチョウ ゲンカイ フキン シチョウ バショ エ シチョウ フッキ

						　　強～中電界では視聴可能だが入力電界を下げて感度点で画フリーズの後ATTを戻しても画フリーズのまま復帰しない。

						　　ATTをさらに下げてPAT,PMT Error させてからATTを戻すと映像復帰する。

						FadingSimu出力設定値= -25dBm とする。→　被試験ストリームと同等入力電界になる。比較しやすくするため。 ヒカク

						最後のやつ　B64QAM_UC_1416.dat　で、ATT=０　での LoggignPC 表示。 サイゴ ヒョウジ

						B64QAM_UC_1416.dat　で　プレサーチ起動周期　120s → 10s に変更して、ATT=0 から下げていく　ログをとったよ。 キドウ シュウキ ヘンコウ サ

						1st Back 限界下限　= ATT 40 dB ゲンカイ カゲン

						1seg 視聴限界 = ATT 44 dB シチョウ ゲンカイ





測定データ

																								20211013_Panasonic_オートモーティブ社_吉原 シャ ヨシハラ

																																																																																										（自動切替モード） ジドウキリカエ

				ストリーム諸元 ショゲン														　ATT = 0																																														２K階層　視聴　最小入力電界レベル（TOV） でのモニタ値　（地上D固定モード） カイソウ シチョウ サイショウ ニュウリョク デンカイ チ チジョウ コテイ																										バックグラウンド
サーチ動作(1stBack) ドウサ

						ファイル名 メイ				A階層 カイソウ		B階層 カイソウ		C階層 カイソウ		AWGN		TMCC		スキャン
→プリセット		視聴可否 シチョウ カヒ						アンテナレベル		Br_RSSI
 [dBm]		Br_C/N
 [dB]		合成後C/N
 [dB] ゴウセイゴ		　BER						　PER						　MER						　DTV受信検査画面 ジュシンケンサ ガメン						UP/DOWN
選局操作 センキョク ソウサ		番組表
表示 バングミヒョウ ヒョウジ		Br_RSSI
 [dBm]		Br_C/N
 [dB]		合成後
C/N [dB] ゴウセイゴ		アンテナ
レベル		　BER						　PER						　MER

																						自動切替モード ジドウキリカエ		ワンセグ固定 コテイ		地上D 固定 チジョウ コテイ										　A階層 カイソウ		　B階層 カイソウ		　C階層 カイソウ		　A階層 カイソウ		　B階層 カイソウ		　C階層 カイソウ		　A階層 カイソウ		　B階層 カイソウ		　C階層 カイソウ		OFDM		レベル		デコーダ														　A階層 カイソウ		　B階層 カイソウ		　C階層 カイソウ		　A階層 カイソウ		　B階層 カイソウ		　C階層 カイソウ		　A階層 カイソウ		　B階層 カイソウ		　C階層 カイソウ		下限[dBm] カゲン		範囲 [dB] ハンイ

				⓪		ALL2K.dat				QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (7/8),NULL		-		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)		OK
(P12CH)		OK
(2K視聴） シチョウ		×
色がおかしい　＆
位置ずれてる イロ イチ		△ （強中電界○）

コメント【α】 キョウ チュウ デンカイ		84.6		-57.5		34.1		42.5		0		0		0		0		0		0		42.5		40.5		--		「OK」		「158」		「OK」		　OK		地上D　 ：×
ワンセグ：×
 チジョウ		-88.5		12.7		16.8		33.0		0.00E+00		0.000688		0.0394		0		0		100		16.8		15.0		--		-98.5		10.0

				①		256QAM_NUC_1216.dat				QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		256QAM (NUC12/16)
（４K）		-		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)		OK
(P12CH)		×
2K視聴できるはずの電界強度でワンセグ シチョウ デンカイキョウド		×
色がおかしい　＆
位置ずれてる イロ イチ		× （強中電界○）

コメント【β】 キョウ チュウ デンカイ		36.2		-57.3		18.3		18.5		0		0		3.94E-02		0		0		100		18.5		21.6		--		「OK」		「156」		「ERR」		　OK		地上D　 ：×
ワンセグ：×
 チジョウ		-88.3		11.0		11.0		21.6		2.83E-03		1.94E-03		3.94E-02		0		0		100		11.0		14.3		--		-95.8		7.5

作成者: 実際の動作では ATT=0dB で既にワンセグ視聴＆1stBack動作開始している

				②		256QAM_UC_1216.dat				QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		256QAM (UC12/16)
（４K）		-		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)		OK
(P12CH)		×
2K視聴できるはずの電界強度でワンセグ シチョウ デンカイキョウド		×
色がおかしい　＆
位置ずれてる イロ イチ		× （強中電界○）

コメント【β】 キョウ チュウ デンカイ		50.0		-58.0		24.1		25.5		0		0		3.94E-02		0		0		100		25.5		23.4		--		「OK」		「156」		「ERR」		　OK		地上D　 ：×
ワンセグ：×
 チジョウ		-88.0		13.2		16.8		33.0		0.00E+00		9.70E-05		3.94E-02		0		0		100		16.8		15.0		--		-97.5		9.5

作成者: 実際の動作では ATT=0dB で既にワンセグ視聴＆1stBack動作開始している

				③		64QAM_NUC_1416.dat				QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (NUC14/16)
（４K）		-		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)		OK
(P12CH)		×
2K視聴できるはずの電界強度でワンセグ シチョウ デンカイキョウド		×
色がおかしい　＆
位置ずれてる イロ イチ		× （強中電界○）

コメント【β】 キョウ チュウ デンカイ		44.0		-58.0		21.1		22.1		0		0		3.94E-02		0		0		100		22.1		25.0		--		「OK」		「156」		「ERR」		　OK		地上D　 ：×
ワンセグ：×
 チジョウ		-88.0		12.0		15.3		30.0		0.00E+00		1.25E-04		3.94E-02		0		0		100		15.3		15.1		--		-97.0		9.0

作成者: 実際の動作では ATT=0dB で既にワンセグ視聴＆1stBack動作開始している

				④		64QAM_UC_1416.dat				QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (UC14/16)
（４K）		-		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)		OK
(P12CH)		×
2K視聴できるはずの電界強度でワンセグ シチョウ デンカイキョウド		×
色がおかしい　＆
位置ずれてる イロ イチ		× （強中電界○）

コメント【β】【γ】 キョウ チュウ デンカイ		84.0		-58.0		33.9		42.2		0		0		3.94E-02		0		0		100		42.2		40.1		--		「OK」		「156」		「ERR」		　OK		地上D　 ：×
ワンセグ：×
 チジョウ		-89.0		12.4		16.6		33.0		0.00E+00		1.11E-03		3.94E-02		0		0		100		16.6		14.8		--		-97.5		22.5

作成者: ATT=17 で Preサーチ開始閾値を超えるため、その時点で 1st Back は停止する。（ちゃんと考えて作ってるね）


				⑤		B64QAM_UC_1416.dat				QPSK(2/3)		64QAM (UC14/16)
（４K）		64QAM(3/4),8seg		-		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (7/8)
C : 64QAM (3/4)		OK
(P12CH)		OK
(2K視聴） シチョウ		×
色がおかしい　＆
位置ずれてる イロ イチ		× （強中電界○）

コメント【β】 キョウ チュウ デンカイ		83.9		-57.3		34.0		42.2		0.00E+00		3.94E-02		3.09E-07		0		100		0		42.2		40.0		--		「OK」		「156」		「ERR」
やっぱりERRになる		　OK		地上D　 ：×
ワンセグ：×
 チジョウ		-88.3		12.8		17.2		34.0		0.00E+00		3.94E-02		2.63E-04		0		100		0		17.2		15.4		--		-97.3		9.0

																										コメント

																										【α】　強～中電界では視聴可能だが弱電界で視聴限界を下回り画フリーズ後、電界強度上昇時の復帰ヒステリシスが大きい。電界を3dB程度上げれば視聴復帰するが、現行放送と比べて明らかにヒステリシスが大きい ゴ

																										【β】　強～中電界では視聴可能だが弱電界で視聴限界を下回ると電界強度が上昇しても画フリーズのまま復帰しない。復帰方法：さらに電界下げてPAT,PMT Error させてから電界上げる。または、別の物理ch放送を選局してから再度選局する

																										【γ】　ATT=0 のときでも、'00:04:05 付近(赤いコートの女性がウォーターフォールの前を左側に歩くシーン, dolly）で画がフリーズすることがある。無操作だとストリームの最後(00:05:00) までフリーズしたまま。→ログより、B階層 A階層ともにパケットエラーが発生している。 '00:03:26 (cirle dolly) でも発生する。 フキン アカ ジョセイ マエ ヒダリガワ アル エ ムソウサ サイゴ カイソウ カイソウ ハッセイ ハッセイ

										A階層 カイソウ		B階層 カイソウ		LL		IL[dB]

				UL16QAM23 IL12.dat						QPSK(2/3)		16QAM(2/3)		16QAM(12/16)		12

				■ 弱電界感度、入力電界レベル vs モニタC/N ジャクデンカイ カンド ニュウリョク デンカイ

						※ D = ch28 , UD(AWGN)=OFF (ch13, -100dBm に設定) セッテイ

						※ 4ダイバーシチ受信 ジュシン

						ATT [dB]		Input [dBm]		Br_C/N [dB]		合成後C/N[dB] ゴウセイゴ		AntLvl		BER(B階層) カイソウ				PER(B階層) カイソウ		BER(A階層) カイソウ		PER(A階層) カイソウ

						0		-53.75		7.1		7.1		14		0				0

						10		-63.75		7.0		7.1		14		0				0

						20		-73.75		6.8		7.0		14		0				0

						30		-83.75		6.2		6.7		13		0				0

						40		-93.75		2.7		5.30		10		1.80E-02				0						B階層受信限界 カイソウ ジュシン ゲンカイ

						40.1		-93.85		2.7		5.3		10		2.10E-02				0.1						たまにError、B階層画面フリーズ カイソウ ガメン

						40.2		-93.95		2.6		5.3		10		3.20E-02				5						ほとんどB階層画面フリーズ（ここまでは受信機設定= B階層固定） カイソウ ガメン ジュシンキ セッテイ カイソウ コテイ

						47		-100.75		-2.7		1.9		3		3.90E-02				100		2.80E-03		0		A階層はエラーフリーで視聴可能 カイソウ シチョウ カノウ

						47.3		-101.05		-2.9		1.7		3		3.90E-02				100		5.50E-03		0.1		A階層受信限界 ジュシンゲンカイ

						47.4		-101.15		-3.1		1.6		3		3.90E-02				100		6.50E-03		3.6		A階層エラー、画面ときどきフリーズ カイソウ ガメン

						LOG0928-171720-0_(1)(AWGN_OFF)(sensitivity_measure).csv

						弱電界感度（最小入力レベルforTOV) ジャクデンカイ カンド サイショウ ニュウリョク

						　　B階層 12seg  カイソウ				-93.75		dBm

						　　A階層 1seg カイソウ				-101.05		dBm

				■ スキャンプリセット感度 カンド

						ATT [dB]		Input [dBm]		スキャンプリセット

						0		-53.75		OK		TBS, 7FE3, Mode3, GI=1/8, (A)QPSK(2/3), (B)16QAM(2/3)

						10		-63.75		OK

						40		-93.75		OK

						45		-98.75		OK		3回試して３回ともOK カイ タメ カイ

						46		-99.75		NG		3回試して３回ともダメ カイ タメ カイ

				■ AWGN C/N (指定値) vs 動作確認 シテイ チ ドウサ カクニン

				　　受信機入力レベル = 45dBuV (75Ω)= -63.75 dBm ジュシンキ ニュウリョク

				　　　（ATT=10dB）

						印加AWGN 
C/N インカ		スキャン
→プリセット		視聴可否 シチョウ カヒ		アンテナレベル		Br_RSSI		Br_C/N				合成後C/N ゴウセイゴ		BER(B階層) カイソウ		PER(B階層) カイソウ		BER(A階層) カイソウ		PER(A階層) カイソウ

						[dB]								[dBm]		[dB]				[dB]

						40		OK		OK		14		-63.75		7.0				7.1		0		0		0		0		LOG0928-190746-0_(1)(CNR40).csv

						22		OK		OK		13		-63.75		6.7				6.7		0		0		0		0		LOG0928-192516-0_(1)(CNR22).csv

						18		OK		OK		12		-63.75		6.4				6.4		5.20E-05		0		0		0		LOG0928-193215-0_(1)(CNR18).csv

						12		OK		OK(A階層) カイソウ		10		-63.75		5.1				5.1		3.90E-02		98		0		0		LOG0928-193914-0_(1)(CNR12).csv

				■ バックグラウンドサーチ 可動範囲　の確認 カドウ ハンイ カクニン

				　　AWGN C/N=40dB

				　　受信機入力レベルを -53.75 dBm (計測系のATT=0dB) （B階層12seg視聴状態）から徐々に下げてゆき、 ジュシンキ ニュウリョク ケイソクケイ カイソウ シチョウ ジョウタイ ジョジョ サ

				　　A階層1seg視聴に自動切替した後、ワンセグ視聴中の裏サーチが動作する電界レベル範囲　を確認する カイソウ シチョウ ジドウ キリカエ ノチ シチョウ チュウ ウラ ドウサ デンカイ ハンイ カクニン

						12seg 限界から 1dB 低い電界強度で、（現行放送であれば ワンセグ視聴に余裕がある環境のため Br分割して裏サーチするのだが） ゲンカイ ヒク デンカイ キョウド ゲンコウ ホウソウ シチョウ ヨユウ カンキョウ ブンカツ ウラ

						バックグラウンドサーチが実行されない ジッコウ

						動作可能な環境であるかどうかを識別するために、アンテナレベルを指標としているが、 ドウサ カノウ カンキョウ シキベツ シヒョウ

						LDM ① では MERモニタ値 が小さいために アンテナレベルも小さくなり、裏サーチ動作可能範囲から外れるため。 チ チイ チイ ウラ ドウサ カノウ ハンイ ハズ

						LOG0928-202110-0_(1)(1stBackSerch_動作しない).csv

						→ ワンセグ視聴をしながら、他の物理ch でより条件のよい放送波がないかを探して切り替える（オート放送局サーチ）ことで、 シチョウ タ ブツリ ジョウケン ホウソウハ サガ キ カ ホウソウキョク

						　　放送エリア(中継局, 系列局、MFN環境) をまたぐ移動 中でも視聴を続けられる機能　が動作せず、 ホウソウ チュウケイキョク ケイレツキョク カンキョウ イドウ チュウ シチョウ ツヅ キノウ ドウサ

						　　視聴不可(12seg,ワンセグともに) の区間が生じてしまう。 シチョウフカ クカン ショウ

						　　12seg 視聴中の バックグラウンドサーチ　も動作しない。 シチョウ チュウ ドウサ

						　　→ 視聴中以外の放送局の番組表を取得できない シチョウ チュウ イガイ ホウソウキョク バングミヒョウ シュトク

										A階層 カイソウ		B階層 カイソウ		LL		IL[dB]

				UL64QAM12 IL16.dat						QPSK(2/3)		64QAM(1/2)		16QAM(12/16)		16

				■ 弱電界感度、入力電界レベル vs モニタC/N ジャクデンカイ カンド ニュウリョク デンカイ

						※ D = ch28 , UD(AWGN)=OFF (ch13, -100dBm に設定) セッテイ

						※ 4ダイバーシチ受信 ジュシン

						ATT [dB]		Input [dBm]		Br_C/N [dB]		合成後C/N[dB] ゴウセイゴ		AntLvl		BER(B階層) カイソウ				PER(B階層) カイソウ		BER(A階層) カイソウ		PER(A階層) カイソウ

						0		-53.75		13.4		13.3		26		0				0

						10		-63.75		13.7		13.4		26		0				0

						20		-73.75		14.0		13.6		27		0				0

						30		-83.75		13.6		14.1		28		4.00E-06				0

						38.7		-92.45		8.2		12.6		25		1.00E-02				0						B階層受信限界 カイソウ ジュシン ゲンカイ

						38.8		-92.55		8.1		12.5		25		1.20E-02				0.1						たまにError、B階層画面フリーズ カイソウ ガメン

						39		-92.75		7.8		12.3		24		1.70E-02				0.3						B階層画面フリーズ頻発（ここまでは受信機設定= B階層固定） カイソウ ガメン ヒンパツ ジュシンキ セッテイ カイソウ コテイ

						40		-93.75		6.7		11.9		23		3.90E-02				93		0.00E+00		0		A階層はエラーフリーで視聴可能 カイソウ シチョウ カノウ

						47		-100.75		-0.7		5.6		11		3.90E-02				100		1.00E-03		0		A階層はエラーフリーで視聴可能 カイソウ シチョウ カノウ

						47.6		-101.35		-1.3		5.1		10		3.90E-02				100		5.50E-03		0.1		A階層受信限界 ジュシンゲンカイ

						47.7		-101.45		-1.3		4.8		9		3.90E-02				100		6.50E-03		3.6		A階層エラー、画面ときどきフリーズ カイソウ ガメン

						LOG0929-132412-0_(2)(AWGN_OFF)(sensitivity_measure).csv

						弱電界感度（最小入力レベルforTOV) ジャクデンカイ カンド サイショウ ニュウリョク

						　　B階層 12seg  カイソウ				-92.45		dBm

						　　A階層 1seg カイソウ				-101.35		dBm

				■ スキャンプリセット感度 カンド

						ATT [dB]		Input [dBm]		スキャンプリセット

						0		-53.75		OK		TBS, 7FE3, Mode3, GI=1/8, (A)QPSK(2/3), (B)64QAM(1/2)

						10		-63.75		OK

						40		-93.75		OK

						45		-98.75		OK		3回試して３回ともOK カイ タメ カイ

						46		-99.75		NG		3回試して３回ともダメ カイ タメ カイ				（①16QAMストリームと同じ結果。A階層は同じなので。） オナ ケッカ カイソウ オナ

				■ AWGN C/N (指定値) vs 動作確認 シテイ チ ドウサ カクニン

				　　受信機入力レベル = 45dBuV (75Ω)= -63.75 dBm ジュシンキ ニュウリョク

				　　　（ATT=10dB）

						印加AWGN 
C/N インカ		スキャン
→プリセット		視聴可否 シチョウ カヒ		アンテナレベル		Br_RSSI		Br_C/N				合成後C/N ゴウセイゴ		BER(B階層) カイソウ		PER(B階層) カイソウ		BER(A階層) カイソウ		PER(A階層) カイソウ

						[dB]								[dBm]		[dB]				[dB]

						40		OK		OK		26		-63.75		13.7				13.5		0		0		0		0		LOG0929-150837-0_(2)(CNR40).csv

						22		OK		OK		28		-63.75		14.1				14.1		1.00E-05		0		0		0		LOG0929-151228-0_(2)(CNR22).csv

						18		OK		OK		27		-63.75		13.9				13.9		2.00E-04		0		0		0		LOG0929-151506-0_(2)(CNR18).csv

						12		OK		OK(A階層) カイソウ		22		-63.75		11.3				11.3		3.90E-02		100		0		0		LOG0929-151827-0_(2)(CNR12).csv

				■ バックグラウンドサーチ 可動範囲　の確認 カドウ ハンイ カクニン

				　　AWGN C/N=40dB

				　　受信機入力レベルを -53.75 dBm (計測系のATT=0dB) （B階層12seg視聴状態）から徐々に下げてゆき、 ジュシンキ ニュウリョク ケイソクケイ カイソウ シチョウ ジョウタイ ジョジョ サ

				　　A階層1seg視聴に自動切替した後、ワンセグ視聴中の裏サーチが動作する電界レベル範囲　を確認する カイソウ シチョウ ジドウ キリカエ ノチ シチョウ チュウ ウラ ドウサ デンカイ ハンイ カクニン

						LOG0929-154143-0_(2)(BackSerch動作範囲).csv

						ATT [dB]		Input [dBm]		AntLvl

						0		-53.8		26		　　Backgroundサーチ　動かない ウゴ

						10		-63.8		26		　　Backgroundサーチ　動かない ウゴ

						20		-73.8		27		　　Backgroundサーチ　動かない ウゴ

						30		-85.8		28

						38		-93.5		25		　B階層12seg受信限界 カイソウ ジュシン ゲンカイ

						39		-94.5		22		　ワンセグ視聴領域、Background サーチ開始　※アンテナレベは視聴用３ブランチに基づく シチョウ リョウイキ カイシ シチョウ ヨウ モト

						40		-95.5		21		　　Backgroundサーチ動作 ドウサ														-94～-97dBm の 3dB しか 裏サーチしない ウラ

						41		-96.5		20		　　Backgroundサーチ動作 ドウサ

						42		-97.5		18		　　Backgroundサーチ動作 ドウサ

						43		-98.5		16		　Backgroundサーチ停止 テイシ

						<比較> 現行放送　（7FE0, (B)64QAM(3/4), (A)QPSK(2/3), C/N=40dB にて) ヒカク ゲンコウホウソウ



						ATT [dB]		Input [dBm]		AntLvl

						0		-53.8		84		　　Backgroundサーチ動作　（12seg 視聴中） ドウサ シチョウチュウ

						10		-63.8		76		　　Backgroundサーチ動作　（12seg 視聴中） ドウサ シチョウチュウ

						20		-73.8		70		　　Backgroundサーチ動作　（12seg 視聴中） ドウサ シチョウチュウ

						30		-85.8		44

						36		-91.5		31		　B階層12seg受信限界 カイソウ ジュシン ゲンカイ

						37		-92.5		28		　ワンセグ視聴領域、Background サーチ開始　※アンテナレベは視聴用３ブランチに基づく シチョウ リョウイキ カイシ シチョウ ヨウ モト

						40		-95.5		24		　　Backgroundサーチ動作 ドウサ														-92～-99dBm の 7dB範囲で裏サーチする ハンイ ウラ

						44		-99.5		17		　　Backgroundサーチ動作 ドウサ

						45		-100.5		17		　Backgroundサーチ停止 テイシ



										A階層 カイソウ		B階層 カイソウ		LL		IL[dB]

				UL64QAM12 IL17.dat						QPSK(2/3)		64QAM(1/2)		16QAM(12/16)		17

				■ 弱電界感度、入力電界レベル vs モニタC/N ジャクデンカイ カンド ニュウリョク デンカイ

						※ D = ch28 , UD(AWGN) = ch28, AWGN C/N = 40dB となるように設定 セッテイ

						※ 4ダイバーシチ受信 ジュシン

						ATT [dB]		Input [dBm]		Br_C/N [dB]		合成後C/N[dB] ゴウセイゴ		AntLvl		BER(B階層) カイソウ				PER(B階層) カイソウ		BER(A階層) カイソウ		PER(A階層) カイソウ

						0		-54.5		14.4		14.4		28		0				0

						10		-63.8		14.5		14.4		28		0				0

						20		-75.0		14.7		14.5		28		0				0

						30		-85.8		13.8		14.7		29		3.00E-06				0

						38.9		-94.0		7.9		12.6		25		9.00E-03				0						B階層受信限界 カイソウ ジュシン ゲンカイ

						39.2		-94.8		7.6		12.5		24		1.20E-02				0.1						たまにError、B階層画面フリーズ カイソウ ガメン

						39.3		-94.9		7.8		12.3		24		1.70E-02				0.3						B階層画面フリーズ頻発（ここまでは受信機設定= B階層固定） カイソウ ガメン ヒンパツ ジュシンキ セッテイ カイソウ コテイ

						40		-95.6		6.8		11.9		23		3.90E-02				85		0.00E+00		0		A階層はエラーフリーで視聴可能 カイソウ シチョウ カノウ

						47		-101.5		-0.7		5.6		11		3.90E-02				100		1.00E-03		0		A階層はエラーフリーで視聴可能 カイソウ シチョウ カノウ

						47.8		-102.3		-1.3		5.1		10		3.90E-02				100		5.50E-03		0.1		A階層受信限界 ジュシンゲンカイ

						47.9		-102.4		-1.3		4.8		9		3.90E-02				100		6.50E-03		1.8		A階層エラー、画面ときどきフリーズ カイソウ ガメン

						LOG0929-173802-0_(3)(AWGNCNR40)(sensitivity_measure).csv

						※放送局サーチ「しない」設定 ホウソウキョク セッテイ

						弱電界感度（最小入力レベルforTOV) ジャクデンカイ カンド サイショウ ニュウリョク

						　　B階層 12seg  カイソウ				-92.65		dBm

						　　A階層 1seg カイソウ				-101.15		dBm

				■ スキャンプリセット感度 カンド

						ATT [dB]		Input [dBm]		スキャンプリセット

						0		-53.75		OK		TBS, 7FE3, Mode3, GI=1/8, (A)QPSK(2/3), (B)64QAM(1/2)

						10		-63.75		OK

						40		-93.75		OK

						45		-98.75		OK		3回試して３回ともOK カイ タメ カイ

						46		-99.75		NG		3回試して３回ともダメ カイ タメ カイ				（①16QAMストリームと同じ結果。A階層は同じなので。） オナ ケッカ カイソウ オナ

				■ AWGN C/N (指定値) vs 動作確認 シテイ チ ドウサ カクニン

				　　受信機入力レベル = 45dBuV (75Ω)= -63.75 dBm ジュシンキ ニュウリョク

				　　　（ATT=10dB）

						印加AWGN 
C/N インカ		スキャン
→プリセット		視聴可否 シチョウ カヒ		アンテナレベル		Br_RSSI		Br_C/N				合成後C/N ゴウセイゴ		BER(B階層) カイソウ		PER(B階層) カイソウ		BER(A階層) カイソウ		PER(A階層) カイソウ

						[dB]								[dBm]		[dB]				[dB]

						40		OK		OK		28		-64.25		14.5				14.4		0		0		0		0		ログは割愛 カツアイ

						22		OK		OK		29		-64.25		14.6				14.7		2.00E-06		0		0		0

						18		OK		OK		27		-64.25		14.2				14.3		7.00E-05		0		0		0

						12		OK		OK(A階層) カイソウ		22		-64.25		11.4				11.6		3.90E-02		100		0		0

				■ バックグラウンドサーチ 可動範囲　の確認 カドウ ハンイ カクニン

				　　AWGN C/N=40dB

				　　受信機入力レベルを -53.75 dBm (計測系のATT=0dB) （B階層12seg視聴状態）から徐々に下げてゆき、 ジュシンキ ニュウリョク ケイソクケイ カイソウ シチョウ ジョウタイ ジョジョ サ

				　　A階層1seg視聴に自動切替した後、ワンセグ視聴中の裏サーチが動作する電界レベル範囲　を確認する カイソウ シチョウ ジドウ キリカエ ノチ シチョウ チュウ ウラ ドウサ デンカイ ハンイ カクニン

						LOG0929-193702-0_(3)(BackSerch動作範囲).csv

						ATT [dB]		Input [dBm]		AntLvl

						0		-53.8		26		　　Backgroundサーチ　動かない ウゴ

						10		-63.8		26		　　Backgroundサーチ　動かない ウゴ

						20		-73.8		27		　　Backgroundサーチ　動かない ウゴ

						30		-85.8		28

						38		-93.5		25		　B階層12seg受信限界 カイソウ ジュシン ゲンカイ

						39		-94.5		22		　ワンセグ視聴領域、Background サーチ開始　※アンテナレベは視聴用３ブランチに基づく シチョウ リョウイキ カイシ シチョウ ヨウ モト

						40		-95.5		21		　　Backgroundサーチ動作 ドウサ														-94～-97dBm の 3dB しか 裏サーチしない ウラ

						41		-96.5		20		　　Backgroundサーチ動作 ドウサ

						42		-97.5		18		　　Backgroundサーチ動作 ドウサ

						43		-98.5		16		　Backgroundサーチ停止 テイシ

										A階層 カイソウ		B階層 カイソウ		LL		IL[dB]

				UL64QAM12 IL18.dat						QPSK(2/3)		64QAM(1/2)		16QAM(12/16)		18

				※割愛する カツアイ

										A階層 カイソウ		B階層 カイソウ		LL		IL[dB]

				UL64QAM12 IL19.dat						QPSK(2/3)		64QAM(1/2)		16QAM(12/16)		19

				■ 弱電界感度、入力電界レベル vs モニタC/N ジャクデンカイ カンド ニュウリョク デンカイ

						※ D = ch28 , UD(AWGN) = ch28, AWGN C/N = 40dB となるように設定 セッテイ

						※ 4ダイバーシチ受信 ジュシン

						ATT [dB]		Input [dBm]		Br_C/N [dB]		合成後C/N[dB] ゴウセイゴ		AntLvl		BER(B階層) カイソウ				PER(B階層) カイソウ		BER(A階層) カイソウ		PER(A階層) カイソウ

						0		-54.5		17.0		17.3		34		0				0

						10		-64.3		16.9		17.1		34		0				0

						20		-75.3		16.5		16.9		33		0				0

						30		-86.0		14.4		15.9		31		0				0

						40.0		-95.0		7.3		12.5		25		1.20E-02				0						B階層受信限界 カイソウ ジュシン ゲンカイ

						40.1		-95.0		7.3		12.5		24		1.50E-02				0.1						たまにError、B階層画面フリーズ（ここまでは受信機設定= B階層固定） カイソウ ガメン

						41		-96.0		6.0		11.6		23		3.90E-02				99		0.00E+00		0		A階層はエラーフリーで視聴可能 カイソウ シチョウ カノウ

						47.8		-102.3		-1.3		4.9		10		3.90E-02				100		5.30E-03		0.1		A階層受信限界 ジュシンゲンカイ

						47.9		-102.4		-1.3		4.8		9		3.90E-02				100		6.50E-03		1.8		A階層エラー、画面ときどきフリーズ カイソウ ガメン

				■ バックグラウンドサーチ 可動範囲　の確認 カドウ ハンイ カクニン

				　　AWGN C/N=40dB

				　　受信機入力レベルを -53.75 dBm (計測系のATT=0dB) （B階層12seg視聴状態）から徐々に下げてゆき、 ジュシンキ ニュウリョク ケイソクケイ カイソウ シチョウ ジョウタイ ジョジョ サ

				　　A階層1seg視聴に自動切替した後、ワンセグ視聴中の裏サーチが動作する電界レベル範囲　を確認する カイソウ シチョウ ジドウ キリカエ ノチ シチョウ チュウ ウラ ドウサ デンカイ ハンイ カクニン

						LOG0929-201426-0_(5)(BackSerch動作範囲).csv

						ATT [dB]		Input [dBm]		AntLvl

						0		-55.0		34		　　Backgroundサーチ　動かない ウゴ

						10		-65.0		34		　　Backgroundサーチ　動かない ウゴ

						20		-76.3		33		　　Backgroundサーチ　動かない ウゴ

						30		-87.0		31

						38		-94.0		26		　B階層12seg受信限界 カイソウ ジュシン ゲンカイ

						39		-95.0		23		　ワンセグ視聴領域、Background サーチ開始　※アンテナレベは視聴用３ブランチに基づく シチョウ リョウイキ カイシ シチョウ ヨウ モト

						40		-96.0		21		　　Backgroundサーチ動作 ドウサ														-94～-97dBm の 3dB しか 裏サーチしない ウラ

						41		-97.0		19		　　Backgroundサーチ動作 ドウサ

						42		-98.0		17		　　Backgroundサーチ動作 ドウサ

						43		-99.0		18		　Backgroundサーチ停止 テイシ

										動作範囲は　IL = 19dB でも　おなじだった ドウサ ハンイ





Sheet2

																		JVC kenwood				Pioneer

						ファイル名 メイ		A階層 カイソウ		B階層 カイソウ		C階層 カイソウ		AWGN		TMCC		症状 ショウジョウ		原因 ゲンイン

				⓪		ALL2K.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (7/8),NULL		-		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)

				①		256QAM_NUC_1216.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		256QAM (NUC12/16)
（４K）		-		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)		CN値が低い チ ヒク		2K視聴可能エリアでワンセグになる シチョウ カノウ

				②		256QAM_UC_1216.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		256QAM (UC12/16)
（４K）		-		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)

				③		64QAM_NUC_1416.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (NUC14/16)
（４K）		-		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)

				④		64QAM_UC_1416.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (UC14/16)
（４K）		-		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)

				⑤		B64QAM_UC_1416.dat		QPSK(2/3)		64QAM (UC14/16)
（４K）		64QAM(3/4),8seg		-		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (2/3)
C : 64QAM (3/4)		2K視聴判定にB階層のBERを使用しているため シチョウ ハンテイ カイソウ シヨウ		2K安定受信環境で
・2K視聴とワンセグ視聴を繰り返す
・2K視聴状態で受信不可メッセージが出る アンテイ ジュシン カンキョウ シチョウ シチョウ ク カエ シチョウ ジョウタイ ジュシンフカ デ		2K視聴判定にB階層のBERを使用しているため シチョウ ハンテイ カイソウ シヨウ		2K安定受信環境で
・ワンセグになる
・受信不可メッセージが出る アンテイ ジュシン カンキョウ ジュシンフカ デ





Sheet2 (2)

				ファイル名 メイ		A階層 カイソウ		B階層 カイソウ		C階層 カイソウ		TMCC

				ALL2K.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (7/8),NULL		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)

				256QAM_NUC_1216.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		256QAM (NUC12/16)
（４K）		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)

				256QAM_UC_1216.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		256QAM (UC12/16)
（４K）		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)

				64QAM_NUC_1416.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (NUC14/16)
（４K）		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)

				64QAM_UC_1416.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (UC14/16)
（４K）		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (3/4)
C : 64QAM (7/8)

				B64QAM_UC_1416.dat		QPSK(2/3)		64QAM (UC14/16)
（４K）		64QAM(3/4),8seg		A : QPSK (2/3)
B : 64QAM (2/3)
C : 64QAM (3/4)





結果概要

																						20211018_Panasonic_オートモーティブ社_吉原 シャ ヨシハラ

				セグメント分割３階層(SISO)方式　試験信号（RFキャプチャ） ブンカツ カイソウ ホウシキ シケン シンゴウ



								A階層 カイソウ		B階層 カイソウ		C階層 カイソウ

				⓪		ALL2K.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (7/8),NULL		　※参考ストリーム（4K 無し） サンコウ ナ

				①		256QAM_NUC_1216.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		256QAM (NUC12/16)

				②		256QAM_UC_1216.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		256QAM (UC12/16)

				③		64QAM_NUC_1416.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (NUC14/16)

				④		64QAM_UC_1416.dat		QPSK(2/3)		64QAM(3/4),8seg		  64QAM (UC14/16)

				⑤		B64QAM_UC_1416.dat		QPSK(2/3)		64QAM (UC14/16)		64QAM(3/4),8seg		　※参考ストリーム（最弱階層をB階層に配置） サンコウ サイジャク カイソウ カイソウ ハイチ

												※ 4K　（誤り訂正= BCH+LDPC） アヤマ テイセイ

		□		A階層（ワンセグ）の映像が異常。 カイソウ エイゾウ イジョウ

				　→ コンテンツ(or ストリーム) 制作段階での問題と推察。 セイサク ダンカイ モンダイ スイサツ

				　　　映像は動いているが、緑色+桃色で　且つ、右上方向にずれている。 エイゾウ ウゴ ミドリイロ モモイロ カ ミギウエ ホウコウ















		□		階層自動切替モード(商品のデフォルト設定) では、2K番組サービス が視聴できず、ワンセグになる。 カイソウ ジドウ キリカエ ショウヒン セッテイ バングミ シチョウ

				　　→ 「弱階層」 のBER で切替判定する設計としているため、4K サービス階層のBER での判定となり、ワンセグ視聴に落ちてしまう。 ジャク カイソウ キリカエ ハンテイ セッケイ カイソウ ハンテイ シチョウ オ

				　　　　　└ ARIB TR-B14で規定されているとおり、3階層の場合は　A (強階層)、B (中階層)、C (弱階層)  カイソウ バアイ チュウ カイソウ ジャクカイソウ

						今回の試験信号では、⓪～④の 弱階層は C階層、⑤の弱階層は B階層。このBER を見て判定している。 コンカイ シケンシンゴウ ジャクカイソウ カイソウ ジャクカイソウ カイソウ ミ ハンテイ

		□		階層自動切替モードから 地上D　固定モードにすると、2Kサービスの視聴は可能だが、 カイソウジドウ キリカエ チジョウ コテイ シチョウ カノウ

				ATTを大きく(弱電界想定) して 視聴限界を下回ると、以後 ATTを小さく(電界強度が上昇)しても 画フリーズのまま 視聴できない。 オオ ジャクデンカイ ソウテイ シチョウ ゲンカイ シタマワ イゴ チイ デンカイ キョウド ジョウショウ エ シチョウ

				　　視聴復帰させるためには、PAT, PMT 取得不能レベル まで電界強度を下げてから復帰させ、再選局動作をさせるか、または シチョウ フッキ シュトク フノウ デンカイ キョウド サ フッキ サイ センキョク ドウサ

				　　別の物理ch放送を選局してから再選局操作をするか　のいずれか　が必要。 ベツ ブツリ ホウソウ センキョク サイセンキョク ソウサ ヒツヨウ

				なお、④ 64QAM_UC_1416.dat は、ATT=0 のときでも 、'00:04:05 付近(赤いコートの女性がウォーターフォールの前を左側に歩くシーン, dolly）

				および、 '00:03:26 (cirle dolly) で画がフリーズすることがある。無操作だとストリームの最後(00:05:00) までフリーズしたまま。

				　→ B階層 A階層ともにパケットエラーが発生していた。 コンテンツ(or ストリーム) 制作段階での問題と推察。

		□		「受信確認」画面 で 「受信レベル」のインジケータ表示値が小さくなる。　（①②③） ジュシンカクニン ガメン ジュシン ヒョウジ チ チイ

				「受信検査」画面 で 「デコーダ」が 「ERR」 と表示されてしまう。　（①②③④） ジュシン ケンサ ガメン ヒョウジ

				　（カーディーラーやカー用品店で商品取り付け時に確認する画面） ヨウヒン テン ショウヒン ト ツ ジ カクニン ガメン

				　→ 「受信レベル」が小さくなる ジュシン チイ

				　　 ① 256QAM NUC, ② 256QAM UC, ③64QAM NUC では、コンスタレーションが現行放送TR-B14規格外のため ゲンコウホウソウ キカク ガイ

				　　　2K放送部分の受信品質（アンテナレベル）を正しく計算できず、かなり小さい値になってしまうため。 ホウソウ ブブン ジュシン ヒンシツ タダ ケイサン チイ アタイ

				　→「デコーダ」エラー

				　　 誤り訂正部で弱階層がエラーフリー判定にならないため。 アヤマ テイセイ ブ ハンテイ
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